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一
月
二
十
日
に
佐
賀
中
部
保
健
所
の

保
健
師
・
藤
光
菜
緒
子
先
生
に
よ
る
エ
イ

ズ
予
防
講
話
が
行
わ
れ
、
一
年
生
が
聴
講

し
ま
し
た
。
生
徒
は
保
健
の
授
業
で
学
ん

だ
知
識
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
自
分

の
こ
と
と
し
て
性
感
染
症
な
ど
に
対
す

る
意
識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。 

 

一
月
二
七
日
、
三
年
生
に
よ
る
合
格

体
験
発
表
が
行
わ
れ
、1

・
二
年
生
が

熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。
就
職
の
生

徒
が
四
名
、
公
務
員
が
二
名
、
大
学
進

学
が
六
名
で
し
た
が
、
共
通
し
て
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
早
く
目
標
を
設
定
し

て
、
早
く
行
動
す
る
」
「
面
接
ノ
ー
ト
を

作
る
」
「
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
積
極
的

に
先
生
に
尋
ね
る
」
「
学
外
の
行
事
に

参
加
す
る
」
「
定
期
考
査
と
資
格
取
得

を
頑
張
る
」
等
と
い
っ
た
こ
と
で
し
た
。

三
年
生
の
み
な
さ
ん
、 

貴
重
な
話
を
あ
り
が
と 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

一
月
二
九
日
、
教
育
セ
ン
タ
ー
の
山
口
輝
久
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
人

権
・
同
和
教
育
講
演
会
を
全
生
徒
が
受
講
し
ま
し
た
。
部
落
差
別
に
つ
い

て
の
知
識
を
新
た
に
し
た
生
徒
た
ち
は
、「
差
別
の
本
質
」
「
差
別
の
な
く

し
方
」
に
つ
い
て
考
え
、
講
師
の
質
問
に
積
極
的
に
答
え
て
い
ま
し
た
。
あ

る
生
徒
は
「
部
落
差
別
を
始
め
と
し
た
差
別
を
な
く
し
て
い
き
、
み
ん
な

が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
き
た
い
」
と
感
想
を
書
き
ま
し
た
。 
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7 金 漢字テスト⑩ 

8 土  

9 日 書写検定（一般） 

10 月 3 年最終登校日 

11 火 建国記念の日 

12 水 英単テスト⑤（1・2 年） 

13 木  

14 金  

15 土  

16 日  

17 月  

18 火  

19 水  

20 木 1・2 年学年末考査 

21 金 1・2 年学年末考査 

22 土  

23 日  

24 月  

25 火 1・2 年学年末考査 

26 水 1・2 年学年末考査 

27 木  

28 金 同窓会入会式（3年） 

3 月 

1 土 卒業証書授与式 

2 日 第 3回英検 2次 

3 月  

４ 火 一般選抜(臨時休業) 

５ 水 一般選抜(臨時休業) 

6 木 (臨時休業) 

7 金  

8 土  

9 日  

10 月  

11 火  

２/3 月の行事予定 

〒840-0804 

佐賀市神野東 4-12-40 
電話 0952-30-8571 

第 ６ 号 

 

一
月
五
日
、
東
京
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
第

七
七
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
校
選
手
権
大

会
（
春
高
バ
レ
ー
）
に
七
年
ぶ
り
に
出
場
し
た
佐

賀
商
業
男
子
バ
レ
ー
部
。
一
回
戦
で
栃
木
県
の

足
利
大
学
附
属
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。
結
果

は
惜
敗
と
な
り
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
楽
し
も
う

と
し
て
い
る
選
手
た
ち
の
表
情
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。
今
後
も
彼
ら
の
更
な
る
活
躍
に
期

待
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

 
 

十
二
月
二
八
日
、
佐

賀
市
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル
に
て
佐
賀
商
業

吹
奏
楽
部
第
五
二
回

定
期
演
奏
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
は
お

客
さ
ん
で
溢
れ
、
生
徒

た
ち
の
堂
々
と
し
た

演
奏
や
素
敵
な
衣
装
、

迫
力
あ
る
マ
ー
チ
ン
グ

演
奏
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。
心
地
よ
い
時
間

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

熱心に話し合う生徒たち 

講師の山口先生 

差別の本質を考える 


